
2019～2020年度 No.1

第 　 ８ 　　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

〇 伊賀地区ガバナー 〇 進藤第１副地区ガバナー × 中井第２副地区ガバナー

× GLTｺｰﾃﾞｲﾈｰﾀｰ Ｌ佐久間 × GLT副ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ L増田

〇  L　関　飛雄一　委員長 〇  L　野下　浩世副委員長 ×  L  利根川　昌弘　副委員長

〇  L  阪本　真路　副委員長 ×  L　今井　龍司　 委員 ×  L　高野　健    委員

×  L　髙橋　秀人    委員 ×  L　池田　辰二 　委員 〇  L　宮井　晴史    委員

〇  L　磯崎　一洋    委員 ×  L　杉浦　宏重   委員 〇  L　高橋　美恵子   委員

×  L　澤田　雅夫    委員 ×  L　大里　堅    委員 〇  L　笠原　伸太郎   委員

×  L　浅井　正輝    委員 ×  L　倉沢　真平   委員 ×  L　長谷山　大輔   委員

×  L　葛西　智子　副幹事

× GLT会員会則委員長 L知野 〇 IGIE　森久保 哲也 様 〇 指導力育成　Ｌ　鈴木　昭雄 委員

　                                                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　副委員長　Ｌ坂本　真路
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作　成　者

アクティビティ・事業ＰＲ制度開設の件

アクティビティ検索システムの件

 L　関　飛雄一

出　席　者

次　　　第

キャビネット会議委員長報告の件

Ｂ部会からの報告

Ａ部会からの報告

Ｃ部会からの報告

クラブアンケートリニューアルの件

　Ｌ　野下　浩世（日本橋）

議　　　題

資料確認　　　　　　　　　　　　　副委員長　Ｌ　野下　浩世

審　議（下記の議題を参照）

書記の指名

開会宣言　　　　　　　　　　　　　副委員長　Ｌ　阪本　真路

委員長挨拶、出席者紹介

委員会参加者からのご意見・ご感想

審議経過事項の概要

記念誌活動報告の件

前回の議事録確認

キャビネット報告　（Youtube生配信の説明）

委　員　会　報　告

　２０２０年６月２０日　土曜日　　　　　　１８時　３０分　～　１９時　４０分

上野区民館　３０１会議室　（台東区池之端１－１－１２）

　オブザーバー

ＧＬＴクラブサクセスＣＱＩ

総評　Ｌ.進藤　義夫　ガバナーエレクト
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　（１）ガバナー諮問事項と答申

Ｃ部会からの報告　【利根川副委員長に代わり関委員長より報告】

コロナ禍の為、東北での障がい者支援アクティビティは

岩手県のライオンズクラブより断りの連絡があり涙を飲んだ。

万が一でも東京から感染者が０人の岩手県にウイルスを運ぶ可能性がある行動を

取るわけには行かなかった。来季への申し送り事項としたい。

ＣＱＩセミナー講師を関委員長が担当した。

ＣＱＩに明るい進藤第一副地区ガバナー・他地区の元ガバナーの濱野Lの

それぞれの考え方を取り入れただけでなく、独自の資料・視点からの説明は

反響も大きかった。進藤ガバナーエレクトより好評を頂いた。

部会員には理解が難しい内容であり、委員長に講師を全面的に任せた。

また、当地区初のオンラインセミナーでもあり、来期以降のモデルケースとなった。

Ａ部会からの報告　【阪本副委員長より報告】

2月以降は目立った進展はなかった。

クラブアクティビティ検索システムについてはデジタル化にも一歩近づいた。

6/14（日）のＣＱＩセミナー実施に尽きる。

同日午前10時から公認ガイディングライオンセミナーを2時間行った後を受けて

正午よりスタート。

①Excelの採用　②退会者の情報欄の盛り込みが特徴的と言える。

Ｂ部会からの報告　【野下副委員長より報告】

キャビネット会議委員長報告の件　【関委員長より報告】

キャビネット会議はコロナ禍の為、中止になった。

現況を報告した委員長報告書を提出した。

アクティビティ・事業ＰＲ制度開設の件

折角スタートしたアクティビティ・事業ＰＲ制度だったが、コロナ禍の為、

アクティビティが見込めず発信できなかった。来期以降の申し送り事項としたい。

No.2

議　　　題

審議経過事項の概要

記念誌活動報告の件　【関委員長より報告】

第66回年次大会の記念誌に当委員会の活動内容を報告するよう依頼があった。

関委員長が報告書を作成しキャビネット企画室へ提出した。

下記の内容について報告をおこなった。

　（２）活動内容報告

　（３）メンバー紹介
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ためのアドバイスが書けるようにして欲しいとの依頼もあった。

　⇒了解した（関委員長）　【次期への申し送り事項とした】

　⇒了解した（関委員長）　【次期への申し送り事項とした】

進藤ガバナーエレクトより依頼があり、アクティビティの感想が後から書けるように

して欲しいとの依頼があった。また、アクティビティの見どころや楽しく参加できる

分析可能とするようシートを追加した。

アクティビティ情報はデジタル化し、アクティビティ検索システムへ取り込めるよう

デジタル化したが、申し送り事項としてExcelのデータをＣＳＶファイル化して

Ｑ：　なぜＷＥＢでの入力画面を作らなかったのか？（伊賀ガバナー）

　デジタル化を採用した。インターネットの使用が難しいクラブにとっては

　反発があるとの懸念があり当委員会の結論に至った（関委員長）

　⇒了解した（伊賀ガバナー）

Ｑ：　日程が検索できるようにしなかったのはなぜか？（伊賀ガバナー）

　⇒アクティビティカレンダーがあるので日程は検索可能と思慮した（関委員長）

　⇒直近のアクティビティ訪問ができるよう日程を検索可能として欲しい

Ａ：　約３分の１のクラブがアンケートを手書きで書いておりＷＥＢ化は

　当委員会でも検討したがハードルが高いものと思慮する。まずはExcelでの

一覧にするツールを開発する事が残り、進藤ガバナーエレクトへ伝えた。

⇒次期ＭＣ委員長へ伝えて欲しい（進藤ガバナーエレクト）

ＣＳＶファイルの取り込み機能の件　【ＩＧＩＥ森久保様より説明】

管理画面よりＣＳＶファイルの取り込みを可能とする操作説明があった。

クラブアンケートリニューアルの件　【関委員長より説明】

アンケートの入力はデジタル化を推奨するためExcelファイルを採用した。

会員の人数、属性、年齢情報などを容易に入力可能とするようシートを追加した。

また進藤ガバナーエレクトと相談した結果、退会者の情報を入力し

No.2

議　　　題

審議経過事項の概要

アクティビティ検索システムの件　【関委員長より説明】

３３０－Ａ地区のＨＰが更新される旨を伝達した。

そのＨＰの中にアクティビティ検索システムが存在する。

検索画面にてアクティビティの種別や特性を入力し抽出することが可能。

ＣＳＶファイル（カンマ区切り）のテキストファイル形式でシステムに取り込みが可能。

アクティビティの期日が過ぎた場合は、ユーザーへ終了した旨を告知する。


